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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、胸部食道癌根治術後１ヶ月以内の呼吸機能回復における胸腔鏡下手術の有用性を示したものであ
る。胸腔鏡下手術後では、術後14日目より通常開胸手術後と比較し呼吸機能は早い回復を示し、誤嚥性肺炎予
防の観点から患者のQOLの向上につながることが示唆された。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと判定された。 
